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研究成果の概要（和文）：本研究は、ネーデルラント出身芸術家であるヘルドルプ一族を例に、八十年戦争の混乱を背
景に国外に移住した芸術家たちの活動における人的ネットワークの役割を考察するものである。初年度は第一世代であ
るヘルドルプ・ホルツィウス、次年度は第二世代であるゲジョージ・ヘルドルプおよびメルヒオール・ヘルドルプに関
して、作品と文字史料の両面から調査を行い、ケルンおよびロンドンにおけるネーデルラント移民コミュニティにおけ
る彼らの役割を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This study aims to explore the function of personal relationships and networks 
for Netherlandish immigrant artists during the Dutch Revolt. We focus on Geldorp Gortzius who migrated 
form Antwerp to Cologne, and his two sons one of whom worked in Cologne and the other in London. Using 
the text and image materials we shed light on their activities in the communities of Netherlandish 
immigrants in these two cities.

研究分野： 美術史学

キーワード： ネーデルラント　ケルン　ロンドン　ネットワーク
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
オランダ独立戦争の前半期、より具体的には
第一次イコノクラスムの勃発（1566 年）か
ら十二年の休戦条約の締結（1609 年）にか
けての時期は、ネーデルラント美術史におい
て「ブリューゲルとルーベンスの間」と通称
され、見るべき才能の持ち主が現れなかった
停滞期として長く等閑視されてきた。その理
由の一端は、この地域の芸術の中心地であっ
たアントウェルペンの政治的・経済的な混乱
を背景に、相当数の芸術家が国外に流出した
ことに求められる。故国を離れ、ときに複数
の国や地域にまたがって活動したこれらの
芸術家は、しばしば出身国と移住先のどちら
の研究者からも十分な関心を向けられるこ
となく、未だ基礎研究すら行われていない例
が多く見受けられるのである。しかし、初期
近代におけるネーデルラント美術に対する
需要の増大と国際的な評価の高まりに目を
向けるとき、こうした移民芸術家の存在はき
わめて大きな意義を持つものと考えられる。
彼らによって 16 世紀後半にいわばネーデル
ラント美術の“直輸出”が行われたことは、
一方で 16 世紀前半のアントウェルペン美術
市場の隆盛がもたらした成果を継承するも
のであり、もう一方では 17 世紀初頭の南北
ネーデルラントの各都市における新しい美
術市場の勃興を準備するものとなったため
である。 
申請者はこのような関心に基づき、ケルンで
活動した南ネーデルラント出身の肖像画家
ヘルドルプ・ホルツィウスをテーマとする博
士論文を執筆中である。新しい土地で一定期
間にわたって活動しようとする際、有力な顧
客やパトロンの存在は不可欠といえる。ヘル
ドルプの注文主に関する調査を進める中で
見えてきたのは、芸術家―注文主という関係
に限定されない、より多面的でプライベート
な人間関係であった。そこには、従来指摘さ
れてきたケルンの地元の有力者たちだけで
なく、複数のネーデルラント移民の芸術家や
商 人 の 一 族 が 含 ま れ 、 友 人 関 係
（vriendschap）≒血縁関係を基盤にした広
範囲かつ重層的なネットワークを形成して
いたことがうかがえる。申請者は、こうした
同業者や顧客のネットワークが、新天地で足
場を築く際に重要な役割を果たしたと考え
ている。ヘルドルプおよびその息子たちの事
例を通して、この時代の移民芸術家の活動に
おける人的ネットワークの実態と機能を明
らかにしたいと考え、本申請を行った。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、移民芸術家の活動における
人的ネットワークの機能を実例に即して明
らかにすることである。 
近世ヨーロッパにおいて、家族や親しい友人
など最も身近な人間同士によって構成され
る「第一次集団」のネットワークは、経済・
社会活動の様々な局面において本質的な役

割を果たした。芸術家の場合、工房の多くは
家族経営であり、同業者との縁組を通じて技
術や顧客の共有・拡充を図ることが頻繁に行
われていた。芸術家の父親や親族を持つ者は
彼らのもとで最初期の修業を行うのが常で
あり、独り立ちした後も、血縁関係や友人関
係のつてを通して作品の注文がもたらされ
ることがままあった。つまり、一見きわめて
個人的で範囲も狭いように思われる「第一次
集団」のネットワークは、実際には経済活動
の根幹を支える重要性を持っていたという
ことができる。特に移民芸術家たちにとって
は、こうしたネットワークの有無が活動の成
否を分けたといっても過言ではない。 
本研究は、このような関心に基づき、17 世紀
にケルンを拠点に活動した肖像画家ヘルド
ルプ・ホルツィウスとその二人の息子たちの
事例を取り上げ、芸術作品の制作・流通にお
ける人的ネットワークの実態解明のための
ケーススタディを提示することを目的とす
る 
 
３．研究の方法 
研究方法は、ヘルドルプ一族の第一世代（ヘ
ルドルプ・ホルツィウス）および第二世代（ジ
ョージ[＝ゲオルク/ヨーリス]・ヘルドルプ、
メルヒオール・ヘルドルプ）に関する ①文
字史料 ②画像史料 の収集と分析を中心と
する。 
①に関しては、主にケルン歴史古文書館（ケ
ルン）(※2009 年の倒壊事故の影響により、マイ
クロフィルムおよび史料集成を利用)、ノルトラ
イン=ヴェストファーレン州古文書館
[Landesarchiv NRW]（ブリュール、デュイス
ブルク）、アントウェルペン市立古文書館
[SAA]（アントウェルペン）、イギリス国立公
文書館[TNA]および議会公文書館（いずれも
ロンドン）での調査を行った。 
②に関しては、オランダ国立美術史研究所
（デン・ハーグ）とナショナル・ポートレー
ト・ギャラリーのフォトテーク（ロンドン）
において計数百点の画像資料を収集したほ
か、特に重要ないくつかの作品については、
ブダペスト国立絵画館、プラハ国立美術館な
ど所蔵先を直接訪れて実見調査を行った。 
 
４．研究成果 
（１）第一世代―ヘルドルプ・ホルツィウス 
①文字史料の調査 
これまでの調査で明らかとなった古文書史
料のうち、ヘルドルプの名前が言及されるも
のはきわめて限られており、参事会名簿を除
くと現時点では以下の2件のみを挙げること
ができる。 
・出版業者ペーテル・オーフェラート(Peter 

Overadt)の子供の洗礼の立会記録(NRW,  
 Personenstandsarchiv, LK187, S.20, 
1611.03.06.) 

・セヴェリン・ハック（Severin Hack）とカ 
タリーナ・ヴァルレト（Catharina Varlet） 



の婚姻の立会記録(NRW, Personen- 
standsarchiv, LK225, S.71, 1618.01.02.) 

前者は1606 年から13年頃にかけてヘルドル
プの原画に基づく版画を多数出版している
出版業者との直接の交友関係、後者はヘルド
ルプの顧客との交友関係を示す史料として
重要である。特に後者に登場するセヴェリ
ン・ハックという人物はヨーリス・ハックの
息子と記録されており、このヨーリスは、カ
ーレル・ファン・マンデルがヘルドルプの伝
記中でこの画家の《福音書記者》の所蔵者と
して挙げている美術愛好家ヨーリス・ハック
（“Iooris Haeck”）と同定して間違いないも
のと思われる。当該の記録はケルンにおける
オランダ語圏ネーデルラント移民のための
改革派教会の婚姻録であり、1590 年代から
1630 年代にかけて 10 数件のハック姓の人物
の記録が確認できる。これまでの調査により、
ヘルドルプの顧客の中に相当数のネーデル
ラント移民が含まれており、その多くが改革
派共同体に属していたことが明らかとなっ
ているが、今回の調査により、新たにハック
一族もこのグループに属することが明らか
となった。同時に、この記録および現在知ら
れる作品の年記を鑑みて、これまで不明確で
あった画家の没年が 1617 年である可能性が
きわめて高くなったことは重要である。 
 
②作品調査 
デン・ハーグおよびロンドンのフォトテー

クにおいて集中的な調査を行った結果、基準
作のひとつである《スザンナと長老たち》（ブ
ダペスト国立絵画館、 Inv. Nr. 86.3）の習
作(個人蔵、RKD beelddocumentatie)におい
て、ミヒール・コクシーに帰属される同主題
作品(カールスルーエ、クンストハレ、Inv. Nr. 
167)からの引用が行われていることが明ら
かとなった。その手法は、コクシー帰属作品
の一部をトリミングして基本の構図を作り、
そこに別のソース（おそらくトローニー）か
ら複数の頭部を付け加えて新たな構図を組
み立てるというものである。このような引用
の仕方は同時代において珍しいものではな
く、ヘルドルプの直接の師 2人が学んだフラ
ンス・フローリス工房でも実践されていたこ
とが同時代の記述から明らかとなっている
ことから、おそらくアントウェルペンでの修
業時代に身につけた手法であったものと思
われる。申請者の把握する限り、同様の手法
によって成立した可能性がきわめて高い作
品が他に少なくとも 2点存在する。今回の調
査では実現しなかったものの、それらの着想
源についても特定することができれば、引用
元作品の範囲やどのようなルートでそれら
を目にし得たかなど、ヘルドルプの作品の制
作方法についてさらに多くを明らかにでき
るものと期待される。 
同時に、ケルン移住後の作品にネーデルラン
ト出身画家の作品からの明らかな引用がみ
られる事実は、両地域の芸術上の交流を考え

る上でも興味深い。これらの調査結果の一部
は５.に挙げた論考および発表によって公に
した。 
また、申請期間の終盤にヘルドルプによるテ
ィツィアーノ作《ヴィオランテ》(Violante、
ウィーン美術史美術館）の模写（Versailles 
Encheres S.A.R.L, 2015.12.06, lot.20）の
存在が明らかとなったことを受け、画家がネ
ーデルラントだけでなくイタリア出身画家
の作品も参照していた可能性を明らかにし
た（例：《ディアナ》、Christie’s London, 
1975.07.11, lot.52）。これに関しては、ヘ
ルドルプがどのようなルートでティツィア
ーノ作品（のコピーもしくは版画）を目にす
ることができたのかという根本的な問題が
明らかになっていないが、ひとつの可能性と
して、ケルン-ヴェネツィア間の交易に携わ
っていた豪商の仲介が考えられる。ヘルドル
プの重要な顧客の中には、デル・プラート
(del Prato)／ペリコルネ(Pellicorne)一族
のようにヴェネツィアに拠点を持つ大商人
たちが見受けられ、その関係先には画商・収
集家として知られるファン・ウッフェル（Van 
Uffel/Uffelen）一族が含まれていることを
考えれば、このルートでイタリアの作品の輸
入が行われた可能性は十分に考えられよう。
この問題に関しては、未だ検証が必要な事柄
がきわめて多く、研究期間内に発表すること
はできなかったものの、現時点での仮説につ
いてベルギーの大学における研究会（ルーヴ
ぇン・カトリック大学、2016.06.10）におい
て発表した。 
 
（２）第二世代―ジョージ（=ゲオルク/ヨー
リス）・ヘルドルプおよびメルヒオール・ヘ
ルドルプ 
 ①文字史料の調査 
ジョージ・ヘルドルプについては、すでに先
行研究においていくつか断片的な情報が明
らかとなっている。それらの多くは、画家と
しての活動ではなく、チャールズ一世のコレ
クション管理者およびロンドンにおけるネ
ーデルラント出身芸術家コミュニティの世
話役としての活動に関するものである。特に
よく知られるファン・ダイクの例以外にも、
コルネリス・ファン・プーレンブルフ、アレ
クサンダー・ケイリンクスらとの交友関係を
示す史料(TNA, C10_67_59 および C56_7_64)
の分析から、ロンドンに移り住んだネーデル
ラント出身の芸術家たちに対して、当面の住
居を世話するなどの援助を行っていたこと
が明らかとなった。これに加え、今回新しく
見つけることができた史料としては、画家兼
美術商レミギウス・ファン・レームプトとの
関係を示すもの（TNA, C5/23/112）が挙げら
れる。この史料により、ファン・レームプト
がジョージの娘婿であり、絵画のほかにラピ
スラズリなどの高額な絵画素材の取引に携
わっていたこと、さらにジョージがロンドン
移住後もアントウェルペンに土地と邸宅を



所有していたことなどが明らかとなった。 
1630 年代までケルンでの活動が跡付けられ
るメルヒオール・ヘルドルプについては、版
画家フランス・ホーヘンベルフの親族（おそ
らく実娘）との結婚に関する複数の記録（NRW, 
Personenstandsarchiv, LK54）により、版画
家ペーテル・イッセルブルク（ Peter 
Isselburg）、画家ヒエロニムス・ファン・ケ
ッセル（Hieronymus van Kessel）との交友
関係がすでに明らかとなっているが、新たな
史料として、1614 年時点で少なくとも 1名の
弟子を抱えていたことを示す史料（NRW, 
Personenstandsarchiv, Jülich-Berg II, 
Nr.2851）を見つけることができた。 
 
②作品調査 
第二世代の二名に関しては、いずれも確実 
に真作と認定できる作品がごく少数しか知
られていないものの、以下の 2点を指摘する
ことができる。まず、メルヒオールはケルン
を拠点に活動したことからも裏付けられる
ように、ヘルドルプ・ホルツィウスの後継者
の位置づけにあり、父の作品のコピーを多数
制作したと考えられる。今回の調査で、ヘル
ドルプ工房に由来するとみられる作品約 20
点の情報が入手できたが、それらのいくつか
はメルヒオールの手になるものと思われる。
次にジョージに関しては、ロンドン移住後の
作品が数点と、版画でのみ知られる作品数点
が挙げられる。すべて肖像画であり、少なく
とも絵画に関しては明らかにヘルドルプの
作風を受け継いでいることが指摘できるが、
同時代のイギリスの肖像画形式に則って全
身像と風景描写を特徴とする。風景描写は明
らかに別人の手になるものと考えられるが、
ロンドンにおける交友関係が立証できる前
述の風景画家ファン・プーレンブルフおよび
ケイリンクスの関与は様式的にみて除外せ
ねばならない。 
 
本研究で明らかとなった以上の事柄を踏ま
えて、改めてヘルドルプ一族のネットワーク
について集約する。 
① ケルン、ロンドンいずれにおいても
ネーデルラント出身者のコミュニティが存
在し、移住先での活動の出発点において重要
な拠り所となっていたことがうかがえる。ヘ
ルドルプ・ホルツィウスの場合、自身はカト
リック教徒としてケルンの市当局と良好な
関係を築き、後には参事会員に選出されるよ
うな立場にありながら、一方で改革派教会に
属する、つまり市当局の監視の対象となり得
るネーデルラント出身者たちとの関係も保
っていたことがうかがえる。さらにその後継
者であるメルヒオール・ヘルドルプの代には、
ホーヘンベルフ、オーフェラートらの出版業
者および画家ヒエロニムス・ファン・ケッセ
ルら、ケルンで活動した同業者との結びつき
が強化され、一定の規模を持つ工房が形成さ
れていたことがうかがえる。ジョージ・ヘル

ドルプの場合は、ネーデルラントからロンド
ンに移り住んだ芸術家たちに当面の宿泊先
を提供したり仕事の仲介をすることでコミ
ュニティの中で重要な地位を獲得していた。 
② 同時代のほとんどの職業に共通し
てみられる傾向であるが、婚姻関係において
は、移民芸術家の間においても同国人・同業
者のつながりが重視されたことがうかがえ
る（メルヒオール・ヘルドルプは版画家ホー
ヘンベルフ一族の娘アグネスと結婚、ジョー
ジ・ヘルドルプはアントウェルペンにおいて
画家ウィレム・デ・フォスの娘アンナと再婚）。 
③ 実際の作品の流通において特に重
要な役割を果たしたのは版画家と出版業者
であり、メルヒオールの事例が示すように彼
らと婚姻を結んだり、洗礼・結婚等の重要な
儀式の立会を務めたりなど緊密な関係を築
こうとする傾向が顕著にみられる。 
④ ヘルドルプ・ホルツィウスの作品に
おける引用の事例から考えて、ケルンにおい
てアントウェルペンやヴェネツィアで制作
された作品のおそらくコピーを入手できる
状況にあったものと思われる。この点に関し
ては、未だ実例に即した裏付けが得られてい
ないが、芸術家・画商のネットワークが存在
したものと思われる。 
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